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演習内容・主なテキスト 

 

・本ゼミナールでは, データサイエンスやシミュレーション, 数理モデルを用いて, 社会・

経済・経営, その他問題への解決法を探ります. 特に統計学に力を入れて学習します. ま

ず演習１～4で, 統計検定の問題演習や文献輪読を通して, データサイエンスを学ぶ上での

「足腰」を鍛えます. 演習 5,6 で卒論を作成します. データ解析や数理モデル分析を通し

て社会・経営問題を分析・解決するための研究能力を, 一から養成するためのゼミナール

と考えていただければ理解しやすいと思います. 

 

・テキスト (他にもありますが, まずは以下を指定) 

(1) データサイエンスのための数学 第 1刷 

(2) 改訂版 日本統計学会公式認定 統計検定 2級対応 統計学基礎 

(3) 日本統計学会公式認定 統計検定 2級 公式問題集 [最新版] 

(4) 改訂版 日本統計学会公式認定 統計検定 3級対応 データの分析 単行本 

(5)日本統計学会公式認定 統計検定 3 級・4級 公式問題集 [最新版] 

 

＜演習１・２＞ 

 

・統計検定 3級, 2 級の問題演習ゼミを通して, 統計学の基礎を学びます. ハードルは少し

高いかもしれませんが, 2 級合格を目指します. 学習方法はゼミ生の学力レベルに合わせ

て, 相談して決めます. 現状では, 反転授業形式(教材をもとに自宅予習→ゼミでのテスト

→フィードバックのサイクルを毎週繰り返す形式)を考えています. 

 

・データサイエンスや数理モデルの中から, 興味あるテーマの文献を輪読します. 

 

・統計検定 3級は「データ分析入門」(2 年次春配当), 統計検定 2級は「経営統計Ⅰ, Ⅱ」

(Ⅰは 2 年次秋, Ⅱは 3-4 年次春配当)に関連しています. 統計検定に関しては, 以下を参

照ください. https://www.toukei-kentei.jp/ 

 

＜演習３・４＞ 

 

・問題演習と文献輪読を継続して行います. 

 

・データサイエンスには, プログラミング技術が必須です. 統計解析ソフトウェア Rや, C

言語を用いたプログラミングの勉強も行います. コンピュータを使いながら, プログラミ

ングの教科書を輪読する形式になります. 特定の目的を持たせたプログラムを作成しても

らうこともあります. 

 

 

 



＜演習５・６＞ 

 

・各自興味のあるテーマに応じてデータを収集・解析したり, 数理モデルを構築したりし

て, その結果をレポートにまとめます. 分析対象は, 経済, 経営, 心理学, 医学, 音楽, ス

ポーツなど, 各自興味あるものを選んでください. レポートには, 選んだテーマの解決法

を必ず提示してください. 

 

教員からの要望 

 

・データ解析や数理的アプローチで社会・経済・経営問題を解決することに興味がある人

を募集します. 数学, プログラミング, 英語力と,「問題の本質を読み解く力」が必要とな

ります. どちらかというと, 問題解決の方法論に興味がある人を対象としています. 学生

主体で取り組んでもらいたい研究テーマもあります.  

 

・卒業までに統計検定 2級(以上)は必ず取得してください. 

 

履修希望科目 

 

データ分析入門, 経営統計 I,II, ミクロ経済学 A,B を履修することが望ましい. 大

学教養レベルの数学系科目, プログラミング系科目の履修も, 必要に応じて指示するこ

とがあります. 

 

教員の自己紹介 

 

昨今のデータサイエンスブームに伴い, 統計学の需要が一層高まっています. データサ

イエンティストを職業として希望する学生も, 学部の隔てなく増えています. 本ゼミナー

ルでは, 「データサイエンスとは何たるか」を基礎から学ぶ機会を提供できればと考えて

います. 私の専門性と興味の及ぶ範囲での話になりますが, 数理モデルの勉強も可能です. 

至らない点も多々あるかと思いますが, 皆様と共に学ばせていただくというスタイルで

ゼミナールを運営できればと考えています. 

 

 

 


